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1. はじめに

1.1. 視覚障害者へのサイン計画

　現在、視覚障害者を誘導及び保護するサイン計画やシ

ステムなどがいくつも活用されている。例えば駅構内の

場合、ホームドア、点字ブロック、音声ガイドなどがある。

しかし、歩行訓練を受けていている視覚障害者であって

も、それぞれ歩行の癖があるため、点字ブロックを認識

している状態でも左右に進行方向がぶれてしまう場合が

ある 1)2)。従って、上記の設備を設置した環境でも、プラッ

トホームからの転落事故等を防ぐ事は完璧には出来ない。

　ところで、転落事故防止の有効な手段として、ホーム

ドアがあるが、高価であるため , 全国的に採用されてい

ないのが現状である 3)。さらに点字ブロックは、高齢者や

車いす使用者等に対して、移動の障害になる場合もある。

また、車輪付きの貨物を運搬する際にも障害になる。

　従って、視覚障害者に向けたサイン計画を再検討する

余地がある。

1.2. 準静電界について

　準静電界は電磁界を構成する磁界成分を含まない特殊

な電界で、電波のように伝搬する性質がなく人や車両、

物質の周りに静電気帯電のように分布する物理現象であ

る。この電界は人体からも発生しており、身の回りの生

活空間において常に存在する現象である。さらに、この

準静電界は人が発信源から近距離にいる場合、何らかの

気配や感覚を得る事が出来る場合がある 4)5)6)。従って、

歩行者の歩行や心理を変化させる可能性がある。

2. 研究目的

　本研究の目的は、健常者を対象として準静電界が歩行

と心理に与える影響を明らかにすることである。本研究

は、準静電界による効果を用いて、視覚障害者へのサイ

ン計画の改善を目指している。しかしながら、準静電界

が人間の歩行や心理に与える影響に不明な部分が多い。

そのため、視覚障害者を対象とする以前に、基礎的研究

として、健常者を被験者とした実験を行う。

3. 実験方法

3.1. 実験概要

　実験日程は 2014 年 9 月 10 日、及び、11 日の 09:00 〜

17:00の間に実施した。被験者1人あたりの所用時間は1.5

時間程度である。実験場所は早稲田大学理工学術院 55S

棟ゼミ室 407 号室を使用した。被験者は、一般大学生 (20

代 , 男性 4 人 , 女性 4 人 ) 合計 8 人である。被験者数は、

ラテン方格法を用いて、被験者条件が 2 種類、実験条件

が 4 種類に基づき算定した。ラテン方格法を使用するこ

とにより、順序効果と系列位置効果を複数の被験者の実

験順序を用いて、相殺することが可能になる。

3.2. 実験器具

　準静電界の発信器として、一般的電子家電である三菱

製のブラウン管テレビを使用した。これは準静電界が画

面から発生する一般的な電化製品の一つとされている。

その他に、「観測用のカメラ」,「カーテン」,「テープ」,

「テレビ台」、「耳栓」、「アイマスク」を用意した。

3.3. 実験手順

　本研究では「近位通過実験」及び「近接実験」の 2 種

類の実験を実施した。被験者は上記の順番で実験を行っ

た。また、各実験において被験者は発信器の電源が入っ

ている状態 (電源 ON) と入っていない状態 (電源 OFF) の

2 通り 1 回ずつ実施した。従って被験者は合計 4 回の実験

を行った。発信器の存在は被験者には伝えていない。

　さらに、各実験前後に POMS による心理変化を調べた。

従って POMS を行った回数は全 8回であった。実験室内の

レイアウト及び被験者の動きは、図2の通りである。また、

実験全体の手順は以下の通りである。

図 1. 使用したブラウン管テレビの電界の周波数

(Hz)
( 青色バーは測定時の値、赤線は　MAX 値 )
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)
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3.3.1. 近位通過実験

　幅 1300mm と決められた歩行コース内を歩行開始位置

(A) から歩行終了位置 (A') まで自由に歩行させた。この

2つの印 (A,A') は壁から 400mm の距離で床に配置してあ

り、被験者は必ずその上に立たなければならない。この

コースの幅は実際の廊下を想定したものである。また、

歩行コースの側面には壁を想定したカーテンを用意した。

歩行コースの長さは実験室の大きさに従い、5000mm とし

た。被験者はこのコースで、発信器の電源 ON と電源 OFF

の場合に、それぞれ 1 往復、合計 2 往復した。往復させ

る理由は、壁が被験者の身体に対して左右に近位させて

いると想定しているためである。被験者は耳栓を装着し

聴覚を遮断した。これは発信器から発せられる微弱な機

械音による効果を、除外するためである。さらに、被験

者には教示を行ない、実験開始時の状態と比べて何らか

の変化を感じた場合に、その状態の変化を可能な限り詳

しく発話してもらった。歩行速度は1秒に1歩程度の、ゆっ

くりとした速度である。本実験は、1 台のカメラを使い、

歩行の様子を撮影した。

3.3.2. 近接実験

　近接実験では、被験者が装置の正面に立ち、装置に対

して最短で近接する方向に直進歩行した。被験者は耳栓

及びアイマスクを装着し、視覚と聴覚を遮断した。耳栓は、

近位通過実験と同様の理由により装着させた。また、ア

イマスクは発信器の存在を目視される事を防ぐ為に装着

させた。被験者は腕を縦に立て、発信器の画面に対して

平行になるようにした。さらに、被験者には教示を行ない、

実験開始時の状態と比べて何らかの変化を感じた場合に、

歩行を停止してもらった。また、被験者が変化を感じな

かった場合は、発信器に触れる位置まで歩行してもらっ

た。近接実験では 1 台のカメラを使い、歩行の様子を撮

影した。さらに、前腕背面から発信器前表面までの距離

を測定した。

4. 分析手順

　本実験では、POMS の解析 7) を中心に、撮影動画、歩行

中の発言及びアンケートの分析を行った。男女別では T

得点を導きだした。T 得点とは標準化得点のことである。

導き方は[T得点＝50+10×(素得点-平均値)/標準偏差]

である。また、近接実験で測定した発信器と被験者間の

距離も分析対象とする。POMS の素得点と T 得点は電源が

入っている状態 (電源 ON) と切っている状態 (電源 OFF)

それぞれの、実験前と実験後の差を分析対象とする。こ

れは [T 得点差 = 実験前 - 実験後 ] を意味している。従っ図 3. 近位通過実験立面図

図 4. 近位通過実験の様子

図 5. 近接実験立面図

図 6. 近接実験の様子

図 2. 実験室の平面図

①実験内容説明 ,同意書記入

② POMS1( 電源 ON),POMS2( 電源 OFF)

②近位通過実験

③ POMS3( 電源 ON),POMS4( 電源 OFF)

④控え室に移動（実験が終了した被験者が集まる場所）

⑤ POMS5( 電源 ON),POMS6( 電源 OFF)

⑥近接実験

⑦ POMS7( 電源 ON),POMS8( 電源 OFF)

⑧控え室に移動 ,休憩 ,アンケート記入
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て、正の値は実験の効果による増加、負の値は減少である。

また、今回使用した POMS は 30 項目の評価項目を要する

短縮版である。ところで POMS とは気分を評価する質問紙

法のひとつであり、1 種類 5 項目、全体で 6 種類 { 緊張 -

不安 (Tention-Anxiety), 活気 (Vigor), 抑うつ -落ち込

み (Deperssion-Dejection), 疲労 (Fatigue), 怒り -敵意

(Anger-Hostility), 混乱 (Confusion)} の項目がある。1

項目あたりに用意されいている点数は 0〜 4点である。

　上記の作業は、男女混合、男性のみ、女性のみ、何か

の変化を感じた被験者（α タイプ）、変化を感じなかった

被験者（β タイプ）に分類した。ここでは α タイプを優

先的に分析する。

5. 分析と結果

5.1 近位通過実験結果と分析

　表 1 は電源 ON の時の各要素の数値を表している。表 2

は電源 OFF の時の各要素の数値を表している。また、赤

字は β タイプを示している。図 7 は男性の T 得点差を表

している。男性は全被験者が α タイプであったため、平

均値のみ示す。図 8 は女性の T 得点差を表している。図

7 より電源 0N と OFF を比較した場合、電源 ON の F の値

が電源 OFF を約 3.5 下回っている事が確認出来る (1-1)。

図 8よりαタイプの電源 ON を電源 OFF と比較した場合、

A-H の値が約 4.1 下回っている (1-2)。また、電源 ON の

T-A,V の値が約 2.3,4.8 電源 OFF を上回っている (1-3)。

さらに、電源の ON,OFF に関係無く、Fの値が顕著に低い

と読み取れる (1-4)。

5.2 近接実験結果と分析

　表 3は電源 ONの時の各要素の数値を表している。また、

赤字は β タイプを示している。表 4 は電源 OFF の時の各

要素の数値を表している。図 9 は男性の T 得点差を表し

ている。図 10 は女性の T 得点差を表している。図 9 より

αタイプの電源 0N と OFF を比較した場合、電源 ON の F

の値が大きく電源 OFF を約 8.1 下回っているのが確認で

きる (2-1)。さらに、T-A,V,A-H,C の値が約 8.1,4.8,4.0

上回っている (2-2)。図 10 より α タイプの電源 ON と電

源OFFを比較した場合、電源ONのFの値が電源OFFを約8.5

下回っている (2-3)。また、電源 ON の T-A,V,A-H の値が

電源 OFF を 3.0,4.8,6.1 上回っている (2-4)。

表 2. 近位通過実験電源 OFF のデータ

表 3. 近接実験電源 ON のデータ

表 4. 近接実験電源 OFF のデータ

図 7. 近位歩行実験 T得点差 (男性 )

図 8. 近位歩行実験 T得点差 (女性 )

表 1. 近位通過実験電源 ON のデータ

(
T
得
点
差

)
(
T
得
点
差

)

(1-1)

(1-2)

(1-3)

(1-3)

(1-4)
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6. 考察

　以上 2 つの実験を考察する。本研究では実験を工夫す

ることにより、被験者が準静電界の影響を感受するよう

に考慮した。従って、被験者が何らかの変化を感じ取っ

た場合は、準静電界による効果とみなす。

6.1 近位歩行実験の考察

　(1-1) より、準静電界による効果が、男性感受者の心

理的疲労感を増大させる傾向が看取された。この理由の

1 つとして、男性 C が感じた手先にビリビリという慣れ

ない感覚が、だるさや疲労感等に影響したと推察される。

(1-2) より、女性被験者が準静電界を感受したが、その感

覚の要因をつかみ取る事が出来きなかった。従って、今

後の不足の事態に対しての準備を行うために、敵意など

が上昇した可能性が考えられる。しかし (1-3) より、実

際の現状は安全であると同時に把握したため、緊張感 ,

不安感 , 活気が落ち着いた可能性もある。(1-4) より、女

性は男性と比べて体力が少ないと考えられるため、実験

中の歩行により疲労感が蓄積されたと考えられる。

6.2 近接実験の考察

　(2-1) より、　準静電界による効果が、男性感受者の心

理的疲労感を減少させる傾向が看取された。被験者が期

待した準静電界の感覚を感受し、実験の完了を認識した

ためであると考えられる。しかし (2-2) より、視覚と聴

覚を遮断されている状態では皮膚感覚が敏感になってい

ると推測できる。突然の感覚に対して、緊張感や不安感、

活気や敵意が増加した可能性がある。(2-1)と(2-3)、(2-2)

と (2-4) で同様な傾向が読み取れたことより、女性にお

いても男性と同様の考察が推察される。(2-5) より、準

静電界を感受した距離に個人差が大きいが、感受した人

の平均距離は 43mm である。従って、4cm 程度で感受出来

るとして、準静電界の活用が期待出来る。また、男性は 4

人中 2 人に対し、女性は 4 人中 3 人感じ取っている。さ

らに、男性の感じた人の平均距離に対し、女性の感じた

人の平均距離は 10mm 程度長い。従って、女性が準静電界

を敏感に感じ取っていることが分かる。

　

7. まとめと展望

　本研究の近位歩行実験及び近接実験から、半数以上の

被験者が準静電界を感じ取る事が判明し、準静電界が歩

行者の心理状況に影響を与える可能性があると推察され

た。従って、歩行者の変化に関する基礎研究として、一

定の成果を得る事が出来た。今後は、駅構内や公園のよ

うな、より実践的な場面を想定し、実用可能な技術へ拡

大させる研究を計画する必要がある。

図 9. 近接実験 T得点差 (男性 )

図 10. 近接実験 T得点差 (女性 )

図 11. 近接実験断面図

　図 11 は近接実験で、被験者が発信器に対してどの距離

( 単位は mm) で何らかの変化を感じたかを表している (2-

5)。αタイプは距離＞0mmである。βタイプは距離＝0mm

である。

(mm)
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得
点
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)
(
T
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(2-1)

(2-3)

(2-4)(2-4)

(2-4)

(2-2)(2-2) (2-2)
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